
　実戦部隊は村役人の子弟・釜
かまもと

元（和ロウソクの原料となるロウを絞る元締め）・猟師などですが、
山三郷では猟師が非常に多いことと医師が配属されていること、野沢組には自分から希望して
農兵になった有力商人が含まれているのが特徴です。
　野沢代官所では農兵隊編成の行われた慶応４年（1868）３月に、什長や代官所役人に稽古を
行うことを命じており、４月になると農兵隊を３隊に分けて１日・８日・15 日に鉄砲の稽古日
を決めたのですが、野沢代官所は４月７日までに、津川代官所では 15 日までに貸し出していた
鉄砲の返納を命じています。実戦用の鉄砲が不足し、貸し出している余裕がなくなったのでしょ
う。鉄砲は１挺につき１両の貸し賃が取られていたようです。この鉄砲は会津藩の主力銃であっ
た 1発ずつ火薬と弾を筒先から詰めて撃つゲベール銃と思われます。
　『会津戊辰戦史』によると農兵の制度は塹壕や橋、道などを作ったり軍需物資を運んだりする
ために農夫を集めるものであり、実戦で活動することはまれだったようですが、いくつかの実
戦参加例があります。
　・慶応４年７月３日、赤谷口に野沢組農兵 42 人が一時残留。
　・ ７月 29 日、太夫浜に上陸した新政府軍との戦闘で農兵の山本栄三郎（定平）と渡辺忠左エ

門が戦死。
　・ 8 月 27 日、津川守備の会津軍が城下に撤退する時、上田伝治配下の兵 30 人と野沢組農兵隊、

猟師隊 20 人が車峠で新政府軍を迎撃するも逆襲されて敗走。
　・ 9 月 2 日、宮野村肝煎（猟師）の矢部政左衛門は奥川に進軍した新

政府軍を迎撃する会津兵の道案内役を務めていたが戦死。
　これらは戦闘員としてではなく補助員として参加していたのだと思わ
れます。戦闘部隊として活躍した農兵隊として屈強な農兵で組織された
正奇隊や芦名時代の河原田家の家臣団の河原田精神隊などがありまし
た。ともに正規兵に劣らない活躍を見せています。戦闘能力の高い猟師
で編成されたと思われる猟師隊も日光口や越後口宝珠山で活躍していま
す。農兵は実戦に隊として参加した場合もあれば、個人的に参加した場
合もあったようですが、その例は多くはなかったようです。農兵は他藩
でも存在し、明治時代以降の国民皆兵の徴兵制度の先駆けだったので
しょう。　　　
　　　　　　　太夫浜で戦死した山本栄三郎 ( 定平 ) の墓 ( 常楽寺 ) ▶
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文：田崎　敬修会津戦争と農兵
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